
(2) 品比
十

浩
二
文
司
美

南
基
宏
清
義

岡
川
西
田

許
藤
小
古
高

化

教 授
教 授( 前 )
助 教 授
助 手( 前 )
文 部 技 官

生、1l'JaE・・・，，s'E‘、

久
子
進

紘
裕
啓

ぷ""
十

平 賀
古 谷 田
磯 部
森 ヶ 崎

化

授
教 授
手 ( 前)

手

生

教
助
助
助

⑩ 研究概要
ほ乳類の形態形成 ・ 組織構築の分子機構を皮膚を

主 な モ デルに し て解析 し 、 そ の知見 ・ 技術 を 癌 を
は じ め と す る ヒ ト 疾病の病態解明 と そ の対策 に役立
て る こ と を 目 指 して研究活動を行 っ て い るO そ のた
め の方法 と し て 、 最新の分子生物学的手法 と 高度 な
培養法、 形態学的解析を一体化 した シ ス テ ム を作り
上 げ る べ く 努め て き た。 こ れ ま でに 、 マ ウ ス 胎児皮
膚の形態形成が可能 な培養系、 ヒ ト 表皮ケ ラ チ ノ サ
イ ト の三次元培養法を確立 し 、 アデ ノ ウ ィ ルス ベ ク
タ ー を使 っ て培養組織中 に あ る 細胞 に ほ ぼ 1 00 % の
確率で遺伝子導入が可能であ る こ と を示 した。

ヒ ト 組織中のDNA損傷 の検 出 に よ る 発が ん の 分
子疫学的研究が も う 一つ の柱で、あ る 。 我 々 の開発 し
た0・ アルキル付加体 の 高感度定量法 に よ っ て 、 喫
煙に よ る影響や体内の各組織間の差違を検討 し て い
る 。

また、 従来か ら の テ ー マ であ る ほ乳動物の メ チル
ト ラ ンス フ エ ラ ーゼ の構造と機能や、 セ リ ン脱水酵

素遺伝子 の発現を指標に した 日 内 リ ズ ム の発信機構
につ い て の研究 も 継続 し て 行 っ て い る 。
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